
御影堂いっぱいの参拝者（5月21日=本願寺出版社提供）
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観
光
地
や
人

気
ス
ポ
ッ
ト

で
ス
マ
ホ
を

構
え
て
写
真

を
撮
る
方
の

姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
綺

麗
な
景
色
や
美
味
し
そ
う
な

食
べ
物
を
ア
ッ
プ
す
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
は
、
そ
の
時
の
充
実
感

が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
よ
う

で
す
◆
二
月
の
あ
る
日
、
京

都
西
本
願
寺
の
境
内
に
寒
空

の
な
か
凛
と
立
つ
冬
の
イ

チ
ョ
ウ
の
木
の
横
で
、
職
員

さ
ん
が
仰
い
ま
し
た
。
「
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
方

が
集
ま
る
の
で
す
が
…
、
冬

の
イ
チ
ョ
ウ
は
よ
く
見
る
と

し
っ
か
り
と
つ
ぼ
み
が
育
っ

て
い
て
、
春
か
ら
夏
に
花
と

葉
を
つ
け
、
そ
し
て
秋
に
見

事
な
紅
葉
に
な
り
ま
す
。
冬

の
小
さ
な
つ
ぼ
み
の
姿
を
、

足
を
と
め
て
見
て
く
れ
る
方

は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
」
◆
私

た
ち
の
人
生
は
見
え
な
い
所

で
ま
わ
り
か
ら
の
恩
恵
を
受

け
て
い
ま
す
。
綺
麗
な
時
や

輝
い
て
い
る
一
部
分
だ
け
を

切
り
取
っ
て
評
価
す
る
の
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
私
を

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
は
た
ら

き
に
気
づ
か
さ
れ
、
感
謝
す

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
ね
。

阪
神
北
組 

圓
行
寺 

佐
々
木
隆
晃

兵庫教区教務所
ホームページ

兵庫教区教務所
facebook

　
「
ご
縁
を
慶
び
、
お
念
仏

と
と
も
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
本
願
寺
で
3
月
29
日
か

ら
5
月
21
日
ま
で
5
期
30

日
間
お
勤
め
さ
れ
た
「
親
鸞

聖
人
御
誕
生
8
5
0
年
立

教
開
宗
8
0
0
年
慶
讃
法

要
」が
無
事
、円
成
し
た
。

　

期
間
中
、
兵
庫
教
区
か
ら

約
5
2
0
0
名
が
団
体
参
拝
。

御
影
堂
で
全
国
か
ら
の
参
拝

者
の
方
と
と
も
に
「
新
制
・

御
本
典
作
法
」を
お
勤
め
し
、

50
年
に
一
度
の
ご
勝
縁
に
遇

い
得
た
こ
と
を
喜
び
あ
っ
た
。

　

兵
庫
教
区
か
ら
の
団
体

参
拝
が
あ
る
日
に
は
教
務

所
職
員
が
本
願
寺
に
常
駐

し
、
ス
ム
ー
ズ
に
ご
参
拝
で

き
る
よ
う
つ
と
め
た
。

　

法
要
終
了
後
は
こ
の
度
の

法
要
に
合
わ
せ
て
修
復
さ

れ
た
国
宝
・
唐
門
等
の
美
し

さ
に
う
っ
と
り
さ
れ
る
方
も

お
ら
れ
た
。ま
た
、京
都
南
座

で
の
舞
台「
若
き
日
の
親
鸞
」、

京
都
国
立
博
物
館
で
「
親
鸞

―
生
涯
と
名
宝
」、
龍
谷

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
「
真
宗
と

聖
徳
太
子
」
を
見
学
し
、
親

鸞
聖
人
の
ご
誕
生
を
祝
う

と
共
に
ご
生
涯
や
立
教
開

宗
の
学
び
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
法
要
期
間
中
に
行

わ
れ
た
第
24
回
全
国
仏
教

壮
年
会
大
会
に
75
名
、
第
17

回
世
界
仏
教
婦
人
会
大
会

に
1
6
5
名
が
参
加
。両
大

会
共
に
、
兵
庫
教
区
が
全
国

で
一
番
多
く
の
参
加
者
と

な
っ
た
。

　

一
方
で
本
願
寺
の
「
慶
讃

法
要
」に
あ
わ
せ
て
、神
戸
別

院
に
31
団
体
１
０
７
７
名
が

参
拝
さ
れ
、
職
員
が
動
画
や

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
沿
革
説

明
や
新
し
く
調
整
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
記
念
品
と
し
て

作
っ
た「
モ
ダ
ン
ガ
チ
ャ
」
を

楽
し
ま
れ
る
姿
が
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な

寺
院
活
動
が
制
限
さ
れ
て

い
た
が
、
ご
本
山
で
の
慶
讃

法
要
を
機
に
、
各
ご
寺
院
の

活
動
を
は
じ
め
、
教
区
・
別

院
に
お
い
て
も
さ
ら
な
る
取

り
組
み
を
進
め
、
来
年
5
月

16
日
か
ら
19
日
ま
で
の
兵

庫
教
区
、
神
戸
別
院
で
の

「
慶
讃
法
要
」
円
成
に
向
け

て
歩
ん
で
い
き
た
い
。

（
最
終
面
に
関
連
記
事
）

教
区
・
別
院
の
慶
讃
法
要
気
運
向
上
へ

本
山
慶
讃
法
要
円
成



参拝者に大好評のガチャ

親
鸞
聖
人
が
「
浄
土
真
宗
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
教
え
に
つ
い
て
、『
教

行
信
証
』「
教
文
類
」に
は
、

つ
つ
し
ん
で
浄
土
真
宗
を
案

ず
る
に
、二
種
の
回
向
あ
り
。一

つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相

な
り
。往
相
の
回
向
に
つ
い
て

真
実
の
教
行
信
証
あ
り
。

（『
註
釈
版
』一
三
五
）

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。少
し
難
し
い

言
葉
で
す
が
、「
往
相
」と
は「
往
生

浄
土
の
相
」で
、
浄
土
へ
往
生
し
て

い
く
あ
り
さ
ま
の
こ
と
で
す
。「
還

相
」
と
は
、「
還
来
穢
国
の
相
」
で
、

さ
と
り
の
必
然
と
し
て
、迷
い
の
世

界
に
還
り
来
て
衆
生
を
救
済
し
て

い
く
あ
り
さ
ま
の
こ
と
で
す
。す
な

わ
ち
「
浄
土
真
宗
」
と
は
、
阿
弥
陀

如
来
に
よ
っ
て
回
向
さ
れ
る
往

相
・
還
相
の
二
つ
の
回
向
法
と
、往

相
と
し
て
与
え
ら
れ
る
教
・
行
・

信
・
証
の
四
法
に
よ
っ
て
成
立
す

る
、
二
回
向
四
法
と
い
う
救
済
体

系
を
も
つ
教
え
で
あ
る
こ
と
が
明

か
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
『
浄
土

文
類
聚
鈔
』と
い
う
書
物
に
は
、

し
か
る
に
本
願
力
の
回
向
に

二
種
の
相
あ
り
。一
つ
に
は
往

相
、二
つ
に
は
還
相
な
り
。

（『
註
釈
版
』一
三
五
）

と
い
わ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
二
つ
の

ご
文
を
対
照
さ
せ
る
と
、「
浄
土
真

宗
」
と
「
本
願
力
回
向
」
は
言
葉
は

違
え
ど
も
、
内
容
的
に
は
同
じ
事

柄
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。そ
れ
で
は
「
浄
土
真
宗
」

が
「
本
願
力
回
向
」
と
い
う
救
済
体

系
を
も
つ
教
え
で
あ
る
と
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
本
願
」
の
「
本
」
に
は
因
本
と
根

本
の
二
義
が
あ
り
、
因
本
の
義
で

解
釈
す
る
時
は
「
因
位
の
願
」
と
い

う
意
味
で
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八

願
全
体
を
「
本
願
」
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
根
本
の
義
で
解
釈

す
る
場
合
、
四
十
八
願
の
中
で
要

は
第
十
八
願
で
あ
り
、
こ
れ
を「
根

本
の
願
」
と
い
う
意
味
で
第
十
八

願
も
ま
た
「
本
願
」
と
よ
び
ま
す
。

い
ま
「
本
願
力
回
向
」
と
い
わ
れ
る

時
の
「
本
願
」
は
根
本
の
義
、
す
な

わ
ち
第
十
八
願
を
さ
し
て
い
ま

す
。そ
の
本
願
に
は
、「
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
、
わ
が
救
い
を
信
じ
さ
せ
、

わ
が
名
を
称
え
さ
せ
て
、
浄
土
に

生
ま
れ
さ
せ
よ
う
」
と
願
わ
れ
て

い
ま
す
。

法
蔵
菩
薩
は
こ
の
誓
願
を
完
成

さ
せ
、
阿
弥
陀
如
来
と
な
ら
れ
て

以
来
、「
南
無（
ま
か
せ
よ
）阿
弥
陀

仏（
わ
れ
に
）」と
い
う
言
葉
と
な
っ

て
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
届
き
、
こ
の

上
な
い
さ
と
り
の
領
域
で
あ
る
浄

土
へ
生
ま
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
は

た
ら
き
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
衆
生
救
済
の
は

た
ら
き
を
「
本
願
力
」
と
い
い
、
そ

し
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号

は
、
往
生
成
仏
の
因
と
な
り
果
と

な
る
よ
う
、
衆
生
に
回
向
さ
れ
て

い
る
の
で
「
本
願
力
回
向
」
と
い
わ

れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
親
鸞
聖
人
に

よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
「
浄
土
真
宗
」

と
は
、
往
生
成
仏
の
因
果
も
、
迷
い

の
世
界
に
還
り
来
て
お
こ
な
う
衆

生
の
救
済
活
動
も
、
す
べ
て
阿
弥

陀
如
来
の
本
願
力
で
あ
る
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
に
よ
っ
て
回
向
さ
れ

る
と
い
う
、
他
の
仏
教
諸
宗
に
類

を
見
な
い
極
め
て
独
創
的
な
教
え

だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
意
味
か
ら
し
て
、
親
鸞
聖

人
に
は
立
教
開
宗
の
意
図
は
な

か
っ
た
と
い
え
ど
も
、仏
教
の
歴
史

に
新
た
な
地
平
を
開
か
れ
、一
宗
の

宗
祖
と
さ
れ
る
に
相
応
し
い
偉
業

を
、事
実
と
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て

い
た
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年によせて
2023（令和5）年にご法要をお迎えするにあたり、四夷法顕さんに連載いただいています。親鸞聖人御誕生の意義、
立教開宗が示す意味を、ご一緒に味わわせていただきましょう。

「
浄
土
真
宗
」と
い
う
教
え（
二
）

龍
谷
大
学・相
愛
大
学 

非
常
勤
講
師

阪
神
西
組 

信
行
寺
住
職

四
夷 

法
顕

し

い

ほ
う
け
ん

　

兵
庫
教
区
子
ど
も
・
若
者

ご
縁
づ
く
り
推
進
委
員
会
で

作
成
し
て
い
る
、
浄
土
真
宗

に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
ク

イ
ズ
本『
千
問
書
』の
第
三
巻

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
（
一
冊 

一
〇
〇
円 

税
込
）

　

今
回
の
内
容
は
、作
法
・
お

勤
め
・
本
願
寺
の
歴
史
に
つ

い
て
で
す
。お
寺
や
ご
家
庭

で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

お
求
め
は
兵
庫
教
区
教

務
所
ま
で
。

℡
：０
７
８-
３
４
１-
５
９
４
９

　

神
戸
別
院
の
仏
具
や

外
観
を
あ
し
ら
っ
た
、マ

グ
ネ
ッ
ト
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

　

別
院
で
し
か
手
に
入

ら
な
い
貴
重
な
グ
ッ
ズ
。

本
堂
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

で
頒
布
中
で
す
。ご
参
拝

の
際
は
、
ぜ
ひ
お
求

め
く
だ
さ
い
。

別
院
グ
ッ
ズ
が
で
き
ま
し
た
！！

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
で
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
す
！

阿
弥
陀
様
と
の

ご
縁
づ
く
り
に

千
問
書

　
vol
3
完
成

お
う
そ
う

げ
ん
そ
う

げ
ん
ら
い

も
ん
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

じ
ょ
う
ど

こ
く

と
な

か
え

え
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（2023年4月1日～2024年3月31日）

［ 歳 入 ］

［ 歳 出 ］

款 項 費 目 2023年度予算額 2022年度予算額 対比△減

款 項 費 目

歳 出 合 計

歳 入 合 計

2023年度予算額 2022年度予算額 対比△減

賦 課 金

本年度賦課金

過年度賦課金

宗 派 交 付 金

各 種 助 成 金

地 方 事 務 費

願 記 手 数 料

会 費 収 入

回 金

雑 収 入

繰 越 金

69,423,000

69,422,000

1,000

22,450,000

13,850,000

8,600,000

3,700,000

1,700,000

6,030,000

2,517,000

15,000,000

120,820,000

1

2

1

2

1

2

3

4

5

6

7

62,831,000

62,830,000

1,000

23,130,000

15,130,000

8,000,000

3,700,000

1,700,000

7,030,000

2,509,000

17,000,000

117,900,000

6,592,000

6,592,000

0

△ 680,000

△ 1,280,000

600,000

0

0

△ 1,000,000

8,000

△ 2,000,000

2,920,000

教 化 事 業 費

実 践 運 動 費

組教化助成費

会 議 費

宗 会 選 挙 費

教 務 所 費

職 員 費

事 務 所 費

災 害 対 策 費

回 金

予 備 費

40,530,000

37,000,000

3,530,000

4,070,000

30,000

67,910,000

61,010,000

6,700,000

200,000

6,052,100

2,227,900

120,820,000

1

2

1

2

3

1

2

3

4

5

6

40,335,000

37,105,000

3,230,000

4,070,000

30,000

67,110,000

60,210,000

6,700,000

200,000

4,860,100

1,494,900

117,900,000

195,000

△ 105,000

300,000

0

0

800,000

800,000

0

0

1,192,000

733,000

2,920,000

2023年度 兵庫教区一般会計歳計予算



今井 実咲
いまい みさき

新
職
員
紹
介

四
月
一
日
付
で
今
井
実
咲

さ
ん（
大
分
教
区
玖
珠
組
浄
専

寺
）が
入
所
い
た
し
ま
し
た
。

初
め
て
学
ぶ

親
鸞
聖
人
の
お
手
紙

第
三
十
通―

真
実
の
信
心

第
３
回

７
月
１
日 

㊏

講 

師

那
須 

公
昭
さ
ん

第
二
十
一
通―

阿
弥
陀
さ
ま

か
ら
の
お
く
り
も
の

第
４
回

10
月
７
日 

㊏

講 

師

林　

 

龍
樹
さ
ん

第
二
十
六
通―

浄
土
で
必
ず
待
つ

第
５
回

11
月
４
日 

㊏

講 

師

田
中　

 

真
さ
ん

第
十
六
通―

愚
者
に
な
り
て
往
生
す

第
６
回

12
月
２
日 

㊏

講 

師

野
村 

淳
爾
さ
ん

モ
ダン
寺
で
聞
く
二
〇
二
三
年
度

仏
教
講
座

毎月
第１土曜
の

本願寺神戸別院場 所

1講座

13：30～15：30
時 間

1,000円

毎月第1土曜
※8月・9月は休座

特
別
協
力 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

「未来を担う推進者の育成をみんなで考えよう」
をテーマに3月29日に開催。参加人数300名（オ
ンライン含む）、兵庫教区からは24名が参加。

教区少年連盟マスコット「モダン君」の紹介

次代へ向けて、門徒推進員という生き方を紡い
でいく機会となることを目的に4月9日に開催。参
加人数421名、兵庫教区からは39名が参加。

播州音頭保存会による親鸞聖人御一代記の披露

「いつもすぐそばに」をテーマに、7年ぶりの集い
として4月15日に開催。参加者210名、兵庫教区か
らは7名が参加。

龍谷大学 大宮学舎の講堂で

朋友の輪がより一層広がることを願いに4月
15-16日の2日間にわたり開催。参加人数700名、
兵庫教区からは75名が参加。

全国の教区旗が集結

世界中の仏教婦人が京都国際会館に一堂につど
い、5月11日-12日の2日間開催。海外からはハワ
イ、北米、カナダ、南米の4開教区400名が参加。
参加人数2400人、兵庫教区からは165名が参加。

兵庫教区は全国最多の165名が参加

慶讃法要のご縁に合わせ、北海道～九州まで
全国の参拝団31団体1077名が、神戸別院に参
拝。

神戸別院にたくさんのご縁をいただきました

法要関連の全国大会
青少年教化推進者のつどい 第７回全国門徒推進員のつどい

全国真宗青年の集い本山大会 第24回全国仏教壮年大会

第17回世界仏教婦人会大会 全国の参拝団が神戸別院へ
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慶讃法要 期日
令和6（2024）年
5月16日（木）

～19日（日）
4日間

兵庫教区・本願寺神戸別院

親鸞聖人御誕生850年
立教開宗800年

0120-1616-94
姫路市南畝町2丁目31番地 https://www.hamaya.co.jp/

お問い合せは…姫路本社直通フリーコールへ

■浜屋本社 /☎（079）288-2211代
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浜屋は兵庫・大阪・奈良に37店舗のネットワーク
関西最大級のご寺院用お仏具･お仏壇・お仏具･お墓の専門店です。


